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（
公
財
）全
日
本
弓
道
連
盟

｢
中
期
計
画
２
０
２
３
〜
２
０
２
９
」の
策
定
に
向
け
て

中
期
計
画
策
定
に
関
す
る
Ｗ
Ｇ

　

前
号
に
引
き
続
き
、
重
点
領
域
と
し
て
示
し
て
い
る
④
競
技
、

⑤
指
導
・
講
習
、
⑥
広
報
・
普
及
、
⑦
国
際
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。
ま
た
、
本
中
期
計
画
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
も
提
示
し

ま
す
。

７
つ
の
重
点
領
域

❹
競
技

　

競
技
で
は
、「
⑴
弓
道
競
技
大
会
の
着
実
な
施
行
と
効
率
化
」、

「
⑵
競
技
力
向
上（
世
界
大
会
で
の
団
体
優
勝
の
継
続
）」
を
目

指
し
ま
す
。

　

⑴
に
つ
い
て
は
、「
改
革
大
綱
」
で
実
施
し
た
競
技
に
関
す
る

改
革
が
着
実
に
施
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
定

期
的
に
競
技
大
会
ご
と
に
レ
ビ
ュ
ー
を
行
う
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
効
率
化
に
つ
い
て
は
、
審
査
関
連
事
務
手
続
き

の
効
率
化
と
同
様
に
競
技
大
会
も
オ
ン
ラ
イ
ン
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
で
申
し
込
み
が
出
来
る
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
利

便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

⑵
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
も
全
弓
連
で
は
「
競
技
力
向
上
」

を
掲
げ
て
き
ま
し
た
。
本
中
期
計
画
で
は
、
は
じ
め
て
世
界
大

会
を
目
標
と
し
ま
す
。
世
界
大
会
で
日
本
が
優
勝
し
続
け
る
こ

と
は
、
競
技
力
向
上
と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
の
み
な
ら
ず
、

今
後
一
層
進
ん
で
い
く
弓
道
国
際
化
の
流
れ
の
中
で
日
本
の
存

在
感
を
示
し
続
け
て
い
く
た
め
に
も
重
要
で
す
。
第
４
回
世
界

弓
道
大
会（
２
０
２
４
年
２
月
）、
第
５
回
世
界
弓
道
大
会
で
の

団
体
優
勝
を
目
指
し
ま
す
。

重
点
領
域
［
④
競
技
、
⑤
指
導
・
講
習
、
⑥
広
報
・
普
及
、

⑦
国
際
］
と
実
施
体
制
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そ
の
た
め
に
は
、
全
体
の
競
技
力
を
底
上
げ
し
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
選
手
層
を
拡
大
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
選
手
層

を
拡
大
す
る
た
め
に
は
、
よ
り
多
く
の
方
々
が
競
技
大
会
へ
の

参
加
に
魅
力
を
感
じ
、
積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
方
策
を

立
て
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
競
技
大
会
の
レ
ビ
ュ
ー
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
て
競
技
大
会
の
再
設
計
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

❺
指
導
・
講
習

　

指
導
・
講
習
で
は
、「
⑴
指
導
者
が
継
続
的
に
学
習
で
き
る

環
境
や
情
報
の
提
供
」、「
⑵
若
手
・
女
性
指
導
者
の
育
成
」
を

目
標
と
し
ま
す
。

　

⑴
で
は
、
指
導
者
と
し
て
の
資
質
向
上
に
寄
与
す
る
コ
ン
テ

ン
ツ
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
例
え
ば
、

初
心
者
指
導
で
効
果
的
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
視
覚
教
材
の

作
成
や
、
時
間
や
場
所
を
選
ば
な
い
オ
ン
ラ
イ
ン
を
中
心
と
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
で
す
。
弓
道
場
外
で
も
学
び
を
継
続
で

き
る
環
境
を
創
り
出
す
こ
と
で
、
弓
道
に
関
連
す
る
知
識
を
蓄

え
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
実
技
の
み
な
ら
ず
弓
道
文

化
全
体
に
対
す
る
興
味
関
心
を
高
め
る
こ
と
で
、
弓
道
家
と
し

て
の
質
を
あ
げ
て
い
き
ま
す
。
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供

は
、
講
習
会
な
ど
へ
の
参
加
機
会
が
少
な
い
地
方
や
遠
隔
地
の

方
々
の
学
習
機
会
の
差
を
埋
め
る
役
割
も
果
た
し
ま
す
。

　

⑵
に
つ
い
て
、
指
導
・
講
習
で
は
全
体
と
し
て
人
材
育
成
を

目
指
す
わ
け
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
重
点
的
に
育
成
を
図
り
た

い
若
手
と
女
性
指
導
者
の
育
成
を
掲
げ
ま
す
。「
デ
ー
タ
で
見

る
全
弓
連
の
現
況
」
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
指
導
者
層
の
平
均

年
齢
は
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
一
般
区
分
登
録
者
に

お
い
て
50
代
以
上
が
67
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
一
つ
の
要
因

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
弓
道
の
伝
統
を
次
世
代
に
継
承
し
て

い
く
と
い
う
観
点
か
ら
言
え
ば
、
若
手
弓
道
家
を
将
来
の
指
導

者
と
し
て
育
て
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
女
性
指

導
者
の
育
成
も
大
き
な
課
題
で
す
。
全
弓
連
登
録
者
全
体
で
女

性
は
52
％
を
占
め
、
男
性
よ
り
多
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
範
士
に

女
性
は
15
％
し
か
い
ま
せ
ん
。

　

若
手
・
女
性
指
導
者
を
育
成
す
べ
く
、
研
修
会
や
モ
デ
ル
事

業
の
実
施
を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
弓
道
の
実

技
及
び
指
導
の
み
な
ら
ず
、
将
来
地
連
の
運
営
や
全
弓
連
の
委

員
会
・
部
会
で
活
躍
で
き
る
よ
う
な
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
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し
て
い
く
と
い
う
視
点
も
取
り
入
れ
て
い
き
ま
す
。

❻
広
報
・
普
及

　

広
報
・
普
及
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
施
策
を
説
明
し
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
Ｈ
Ｐ
の
拡
充
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
開
設
及
び
運
用
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
便
性
・
即
時
性
を
考
慮
し
、
Ｈ
Ｐ
コ
ン

テ
ン
ツ
の
増
加
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ

ｏ
ｏ
ｋ
、
Ｘ（
旧
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
）、
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
な
ど
）に
よ

る
情
報
発
信
強
化
を
図
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
不
特
定
多
数
に
対

し
て
幅
広
く
広
報
・
普
及
が
行
え
る
ツ
ー
ル
と
し
て
実
証
さ
れ

て
お
り
、
早
急
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、「
全
国
弓
道
実
態
調
査
」
の
実
施
で
す
。
広
報
・

普
及
活
動
を
効
果
的
に
展
開
し
て
い
く
上
で
は
、
科
学
的
な
デ

ー
タ
を
基
に
、
広
報
・
普
及
対
象
に
適
切
な
形
で
戦
略
的
に
実

施
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
全
弓
連
登
録
人
口

の
半
数
は
高
校
生（
53
％
、
約
７
万
人
）が
占
め
て
い
ま
す
が
、

そ
の
大
半
が
卒
業
後
に
弓
道
か
ら
離
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由

が
何
か
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
高
校
卒
業
後
の
弓
道
離
れ
を
防

ぐ
た
め
の
広
報
・
普
及
活
動
は
効
果
的
な
も
の
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

３
つ
目
は
、
月
刊
『
弓
道
』
の
電
子
化
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

で
す
。
月
刊
『
弓
道
』
は
、
弓
道
の
広
報
・
普
及
を
図
る
上
で

非
常
に
重
要
な
ツ
ー
ル
で
す
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
は
そ
の
質
を

向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
続
け
て
、
多
く
の
方
に
読
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
電
子
化
を
図
る
と
共
に
、
過
去
の
発
行

分
を
検
索
で
き
る
よ
う
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
な
お
、
紙
版
に
つ
い
て
は
全
面
廃
止
と
は
せ
ず
、
価
格
を

検
討
し
た
上
で
希
望
購
読
者
へ
の
配
布
は
継
続
す
る
形
を
取
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
広
報
・
普
及
活
動
を
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
積
極
的
な
提
言
さ
ら
に
は
実
行
能
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
で
き
る
こ
と
、
社
会
に
対
し
て
全
弓
連
の

活
動
を
発
信
す
る
最
前
線
と
な
る
こ
と
か
ら
、
特
に
多
様
性
を

も
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
広
報
・

普
及
の
施
策
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
公
募
に
よ
っ
て
そ
の
人
材

獲
得
を
目
指
す
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

❼
国
際

　

国
際
で
は
、「
⑴
国
際
弓
道
連
盟
へ
の
実
務
・
財
務
的
支
援
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の
継
続
」、「
⑵
国
際
弓
道
連
盟
運
営
体
制
の
確
立
」
を
目
標
と

し
ま
す
。

　

早
期
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
の
が
、
国
際
弓
道
連
盟
事
務

局
の
設
置
お
よ
び
専
任
の
職
員
雇
用
で
す
。
国
際
関
係
の
事
業

規
模
は
年
々
拡
大
し
て
お
り
、
そ
の
実
態
を
見
れ
ば
、
全
弓
連

が
全
て
の
運
営
・
管
理
を
荷
う
時
期
は
終
わ
り
に
近
づ
い
て
い

ま
す
。
国
際
弓
道
連
盟
加
盟
団
体
か
ら
相
応
の
負
担
を
い
た
だ

い
た
上
で
、
事
務
局
の
設
置
、
諸
規
定
の
制
定
、
財
政
基
盤
の

確
立
な
ど
を
行
う
べ
く
、
全
弓
連
と
し
て
は
国
際
弓
道
連
盟
運

営
体
制
の
確
立
の
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

外
国
講
習
会
・
審
査
会
に
つ
い
て
は
、
従
来
通
り
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、
ア
メ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
に
全
弓
連
か
ら

指
導
者
を
派
遣
し
て
実
施
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

時
期
、
場
所
、
回
数
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
地
域
の
加
盟
団
体

等
と
相
談
の
上
、
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

実
施
体
制

　

こ
こ
ま
で
中
期
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
て
き
ま
し
た

が
、
最
後
に
実
施
体
制
に
つ
い
て
そ
の
案
を
提
示
し
ま
す
。

　

本
中
期
計
画
を
実
施
し
て
い
く
上
で
は
、
全
弓
連
だ
け
で
は

な
く
地
連
や
関
連
組
織
を
含
め
た
実
働
体
制
の
構
築
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
特
に
、
主
体
的
か
つ
実
行
力
を
有
す
る
人
材
が
必

要
と
な
り
、
そ
の
確
保
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
中
期
計
画

後
の
２
０
３
０
年
以
降
も
見
据
え
、
長
期
的
な
観
点
か
ら
全
弓

連
や
地
連
で
活
躍
で
き
る
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
も
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
人
材
の
確
保
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
委
員

会
・
部
会
で
委
員
と
し
て
活
動
す
る
枠
組
み
に
加
え
て
、
副
業
・

兼
業
形
式
で
の
人
材
確
保
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
有
償
の
仕
事

と
し
て
、
中
期
計
画
の
各
種
施
策
の
立
案
・
実
施
・
管
理
・
評

価
を
行
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
も
の
で
す
。

　

２
０
２
４
年
度
中
に
人
材
確
保
を
進
め
る
と
共
に
、
中
期
計

画
の
施
策
を
実
行
で
き
る
体
制
と
な
っ
た
時
点
で
Ｗ
Ｇ
は
解
散

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
Ｗ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
は
委
員
会
・

部
会
に
所
属
し
、
個
別
の
施
策
に
関
与
し
て
い
く
予
定
で
す
。

以
降
、
中
期
計
画
の
管
理
は
法
人
運
営
委
員
会
の
下
で
行
う
予

定
で
す
。


